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神 流 風 土 子

神流風土子主筆

堀越千秋

大丈
夫だよ

、その茶碗は漏らないからさ

めでたし、かんな!!
僕らの 2016 新年は 1月 11 日、八塩温泉の茶畑の再生から始まった。

八塩館の堀口さんの紹介でお借りすることになった茶畑に、20人もの仲間が集まって3時間ほど、

ジャングルと化した畑に潜り込んで、雑草の駆除（大半は服に突き刺さるようにへばりつくセン

ダングサ／キツネバリ）と、伸びすぎた枝の選定だ。

作業のあとに温泉と名物のジンギスカンをいただき（今になって思えばこっちが主だったような

盛り上がりだったが）、実はそこで僕らは、八塩温泉のすごい秘密を知ることになるのだ。

今はまだ多くを語れないが、一つ言えることは、我らが「かんな秋のアート祭り」の実行委員長・

堀口さんの、あの異様とも言える元気、その源が実は八塩の温泉水にあったという事実だ。

その謎解きはこれからのお楽しみだが、かんなはどっこい、まだまだ奥が深い！



8

　寒いですねえ！　雪が降ってますよ。これが出る頃
にはもう暑いかもしれませんが。
　それにしても、この頃この村のヤング諸君に、おめ
でた話が沢山沢山出来て嬉しい限りだ。つまり赤ちゃ
んが生まれるのだ。
　僕ら、滅びゆく年代から見ると誠に喜ばしい、春の
ようである。
　やれ腰が痛い、背中が痛い、あちらが病気だこちら
も病気だ、「ああオレももうお終えだ」などと、ヤング
を相手に吹いていたら、後からトントンと肩をたたく者
がある。ふりむくと老紳士が立っている。
　「あんたはおいくつかな？」と老紳士。
　「ええ、六十いくつかです」
　「若い！　いいねえ。わしは 96 じゃ」
　トホホ。せっかく年寄面してイバッていたのに、こう
いう方が現れたらニセ老人・ワシらの立つ瀬がない。
　先頃、週刊朝日に連載している僕の記事「美を見て
死ね」に、旧神泉村の大神山に登場してもらった。

僕らの美しき村
　日本の生命線はホルムズ海峡なんかじゃない。食糧だ。
　自給率が 3 割〜 4 割しかないのだから輸入を止めら
れたら、1 億総餓死じゃないか。冗談じゃんねえよ、と
いうのが地に足がついた村人の意見である。
　若者は僕らの村に続々やってくる。畑はいくらでもある。
　朝まだき、古代のピラミッド大神山の下を馬方のまこっ

ちゃんが畑の様子を見に歩いている。モンゴルで何ヶ月
も馬に乗って遊んで来た。
　さとし君は、旅先のパリで泥棒にあい無一文となって、
日本料理店に救いを求めて入ったら、そこで働かせても
らえた。やがてパティシエの修行を積んで帰国し、東京
で菓子店を開いたら成功し、売れすぎて嫌になり、やめ
て偶

たまたま

々僕らの村に来た。農家の庭先で仔犬が 6 匹いた
ので遊んでいたら、全部くれると言われ、ついでにそこ
の空き家に住んでいいよ、と言われ、村にパン屋がない
からパン屋をやろうと思ったら、空いた店をタダでゲッ
ト、近々手焼きの美味しいパンが僕らは食え、彼らには
子が生まれる。
　マドリードの僕のアトリエに遊びに来たケンちゃんは、
南廻りのシベリア鉄道で帰国の途中チェルノブイリ付近
を通ったら咳が止まらなくなり、医者を呼んで大変だっ
た。カムチャッカ経由で村に帰った時、懐中に 260 円し
かなかった（笑）。
　茶人のふゆちゃんの彼氏の、画家であり陶芸家でも
あるキール君は廃屋の古民家
を再生させてアーティスト・レ
ジデンスを作ったので、村に
はいつも何人か外国人が歩い
ている。
　福島から逃げてきたイモ
ちゃんはここで優ちゃんと出
会い、山奥に新居を自作中。
　僕ら翁は、寿司以外なら

何でもある寿司正で、時々呑む。　　 
　　　　　　 （週刊朝日12 月 22 日発売 1・1-8 号より）

　初めて見る人でも「あッ、あの山変！　あれ何です
か⁉︎」という感動を与える山である。見慣れてしまっ
てさえも、やはり、ふと見ると変だ。人工的な形なのだ。
　大神山とか飯盛山とか呼ばれている。不思議なピラ
ミッドだ。「神泉村誌」を見ても言及はない。
　スピリチュアルなものが見える A さんが見ると、頂
上から天に向かって白い光が 1 本出ているそうだ。B
さんも、同じことを言った。B さんは、初めて来たの
が夜だったのに、「あ、あすこに三角の山が見えますね。
何か音も出ています。良い音」と言ったので僕は驚いた。
　有名な建築家 C 氏は、「あ、あれは人工物だね」と
言った。斜面の角度が怪しい」という。
　そう遠くない昔には、小学生達がタイマツを持って
大神山に登り、頂上で大かがり火をたく祭りがあった
そうだ。
　有氏神社の「盤台祭り」（裸祭り）も存続出来るこ
とになった。この大神山のお祭りも、復活出来たら、
どんなに美しいだろう。生まれてくる沢山の子供達も、
どんなに嬉しいことだろう。あちこちから沢山の観光
客もやってくるに違いない。

（追記。記事中に「寿司正」のことを寿司がないと書い
たが、おとといまこっちゃんから写メールが来て、「寿司
正」のおいしそうな寿司が映っていた！ 失礼しました！）

ニセ老人おめでた日記

本紙制作費の一部に公益財団法人トヨタ財団から助成をいただいています。

神流風土子主筆

堀越千秋

　今年も春から秋にかけて、きぬやの会のメンバーと一緒にキールはアートレジデンシーに、僕はワークショップ
に取り組み、そして秋のアート祭りに結びつけることができた（会場を貸してくださった藤﨑摠兵衛商店の皆さん
に感謝 ！　藤崎社長からは「鬼石の街が“芸術の街”として発展することを祈っております。」という誠にあり
がたい年賀状をいただいた）。またこの間、まちの皆さんには本当によくしていただいた。僕らの目に見えないと

ころでも、僕らの気がつかないところでも、そっと手を貸してくださった。この場で心からお礼を申し上げたい。
　この 2、3 年でこの地域はものすごく変わったと思う。特に印象的だったのは「わらしべライブ」だ。

普段は東京の青山と吉祥寺でライブハウス MANDALAを運営している若いスタッフが僕らの活動に興
味を持ってくれて、一度、下見方々遊びに来たのだが、きぬやの建物が気に入ったようで、ここでラ
イブをやりたいと言い出した。僕は、よかったらどうぞという程度で、実はあまり期待はしていなかった。
それが彼らの提案で、普通のチケット入場ではなく、それぞれの家庭に余っている物（贈答品とか作
物とか地元の名物など）を持ち寄ってもらって、それとチケットの物々交換というユニークなコンサートが

生まれた。それでも僕は 1 回きりだろうと思っていたところ、2 回もやってくれて、お客さんもやる側も、
そして受け皿の僕らも満足。来年もぜひという、大変にうれしい結果になった。

　どういう人が、この地域のどんなところを面白がるか、それを前もって計算することはできない。僕らは自分
たちが面白いと思うこと、ここに暮らしていて楽しくなることをやっているわけだけど、それを外の人たちがどう受け
止め、どう活かしてくれるか、それは相手次第だ。僕らが計算することではない。今年もまた、みんなで面白い
ことを楽しくやりましょう！　よい出逢いもまた、待っているでことでしょう。（ふどし）

編集長一筆

編集発行所：どこまでもたぬき舎　目黒区自由が丘 3-6-25　☎ 03-3725-4456　藤岡市鬼石 152-1　E メール :intermedia@syd.odn.ne.jp
編集発行人：佐山吉孝　主筆：堀越千秋　デザイン：アートポスト　写真：佐野光太郎　キール・ハーン　　印刷 ：平版印刷　No.7 vol.5 2016.2 .6

1 部　300 円



3

アート祭り準備中の

もめちゃんとゆたか。

後ろの赤シャツが

まこっちゃん。

　ワークショップのプログラムやキールのアート
レジデンシーに興味を持ってかんなにやって来
た若手が、こんな過疎にもこんな活動がある

んだ。こんな面白いおっさん達がいるんだ。かっこいい古民家もあるし、畑もあ
る。山も川もすんばらしい！　しかもタヌキ親父に聞いたらば、1 万 5 千円も出
せば家が借りられるって！……みたいな流れで興味を持ってくれれば、その内の
何人かは本気で移り住んできてくれるのではないか。そしたら、その彼らがまた
友達を呼び込むという連鎖が始まって、その彼らとまた何か面白いことができる
んじゃないかという、そんな人一人が入ることによって始まる不思議な連鎖、反応、
変化への期待なのだ。

　この地に関心を持つのは何も移り住んでくる人ばかりではない。
　今年の夏、僕の友人だけを数えても東京から16 人がこのかんなにやって来た。
もちろん全員が初のお目見えだ。去年来ておもしろかったから今年もまた来たぜ、
という連中もさらに 6 人いた。
　僕一人のことでこんな具合だから、今年どれくらいの人がこのかんなにやって
来たことだろうか。新たに定住を決めたサトシ君とアイミちゃんは、ふゆちゃんの
所に遊びに来たのが縁だし、優ちゃんとイモちゃんは法久のヒロシ君の友人だ。
そういえば今年、2 回も「わらしべライブ」（チケット代わりに物々交換で入場）
を開いてくれた東京のライブハウス MANDALA のスタッフたちは、ヒロシ君の
義弟君からの紹介だった。彼らもまた東京方面からたくさんのお客さんを呼んで
くれた。
　また例年のごとく画伯の千秋窯にも、ゴールデンウイークには早稲田の学生を
はじめ、東京や関西からもずいぶん多くの人がやって来た。これが今年はキール
の窯焚きも含め 3 回もあったから、総数 250 人は軽く超えただろう。
　彼らはただこのまちを見て帰るだけではない。まちで昼食をし、最低でも 1 泊、
多くは 3 泊も 4 泊もしてくれる人たちだ。彼らが地域に落としてくれたものは決
して少なくないはずだ。
　そして 9 月末には、昨年に引き続き「かんな秋のアート祭り」もあった。この
時の来場者数は 2,500 人を超え、昨年を 500 人程度上回ったと言われている。
とするとどうだろう、年間にしたら、初めてこのかんなに来た人だけを数えても、
多分 2,000 人くらいとみて間違いないのではないか。
　もちろん地域への経済効果という点では、キールのアートレジデンシーは最も
多く貢献している。今年は 20 カ国から 40 人。ほとんどが 1 ヶ月の滞在（延び
延びになって 3 ヶ月もいたアーティストもあった！）。ドイツ人の 4 人家族もあった。
しかしこの件に関しては、地域のみなさんには本当に様々な場面でたくさんの手

助けをいただいた。改めてお礼を申し上げたい。買い物の手伝い。作品発表の
場の提供。お茶や食事をご馳走になったり、山や川にも連れて行っていただいた。
金剛寺さんは瞑想の、八須さんは判子とわらじ作り、狩野さんは昨年につづいて
書道のワークショップを外国人のために開いてくれた。
　こうした交流は本当にありがたかった。そしてそんな日常的なお付き合いの中
から、鬼カフェのみなちゃんを中心にした英会話教室も生まれ、まちのみなさん
が英語に取り組み始めたのには正直、ビックリした。
　おかげさまでキールも無事、今年の仕事を終えることができた。そして彼も少
し自信をつけて、来年もさらに意欲的にアートレジデンシーに取り組もうとして
いる。そう、僕らにはこの点が何よりも嬉しい、一番 の
収穫だ。若い子がこのかんなで意欲をもって活
動しようとしている、これこそ僕ら
の宝ではないだろうか。
　今のかんな（神流川流域の鬼石＋神
泉の周辺）は、以前とは誰の目にも、
はっきりと違って見えるはずだ。
　僕がこの地に家を借りて東京から
通い始めた 6 年前のことを思えば、
あれから、本紙に山の暮らしを書い
てくれている向谷地さんのところに三
人の子供が生まれ、八馬木事記の筆者
まこと君のところにも男の子が、住居野
のわかちゃんにも二人、法久のケント君に一
人、ヒロシ君には二人、そして先程も触れた新し
い二組の夫婦にも来年それぞれ子どもが生まれる
予定で、僕の知る範囲内だけでも新生児が 10 人
を超えることになる。なんとめでたし、かんな！
　無粋ながらここでデータを引けば、5 年前の
2010 年 12 月 1 日の鬼石は、2,389 世帯、6,287
人で、それが 2015 年 12 月 1 日では、2,327 世
帯、人口 5,673 人とあり、この 5 年間で世帯数
は 62、人口は 614 人減ったことになる。そうし
た中で、このまちを面白がって訪れる人が増え、
ここでの暮らしに興味を持ってくれる人が増え、
そして僕らの仲間もどんどん増えているのだ。

　めでたし、かんな !!（なお、この原稿は 2015 年の年末を現在としている。）

めでたし、かんな!!

　藤﨑摠兵衛商店のご好意のおかげさまで、2015 年も「かんな秋のアート祭り」を開催することができた。今回は作品展示の期間を長く取りたいというところから、9 月
のシルバーウイークをからめ、19 日〜 27 日までを会期とした。この間、雨が降ったのはなんと 24、25 の平日の 2 日のみで、最終日も朝のうち霧が出たものの昼から快晴。
昨年も信じられないような日本晴れだった。こうなるとちょっと神がかっている。
　準備に 1 週間かけたが、こちらも昨年同様、各自がそれぞれの持ち場を淡々とこなし、命令口調の大声も怒声も一度も聞くこともないままに、快晴の初日を迎えるとい
う塩梅だった。もちろんその陰には、誰も見ていないところで黙々と草を刈ってくれた人があり、山から資材を切り出してくれた人があり、机やテーブル、テントなどを手
配してくれる人があり、だからと言って、自分の努力を吹聴するような人は一人もなく、まことに静かに穏やかにことは進んだのであった。こうなるとこれはもう奇跡だ。
　聞けばこの実行委員会に集まった面々は、去年まではこうして一緒に活動したことは一度もないという。それがまたなんでこんなにも素晴らしいメンバーが揃ったのだろ
うか。不思議でならない。
　かんなは神がかり、奇跡、不思議が起こる土地だ。　さて 2016 年は、何が起こるか !?

奇跡の
かんな

アート祭り！

今年のアートレジデンシーは、
参加者が 20 カ国 40 人と人数
が倍増したこともあったが、傍
目から見ても内容がものすごく
充実していた。地 域の人たち
もこれまで以上に応援してくれ
て、交流もスムースで活発に
なって、アーティストたちの作
品にそれは見事に反映されて
いた。
キール、おつかれさん！　
2016 年も楽しんでくれ！

来日アーティストと若手のセッションバンド、ODECO’S なぜか、男の子よりも女の子の方が木に登りたがる。 今年のアート祭りも三杉太鼓がフィナーレを飾ってくれた。
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　2 年前に友人の勧めもあって、僕はトヨ
タ財団にこのかんなでの活動の支援をお
願いすることにした。まずは企画書での
審査があって、これが結構厳しくて有名ら
しいのだけど無事に通って、2 年間、助成
金がいただけることになった。そのおかげ
で去年と今年、2 年続けて夏の 3 ヶ月間、
二人のスタッフに給料を支払いながら今年
も 44 のワークショップを開催し、なおか
つキールのアートレジデンシーを支援する
ことができたのだ。財団には本当に心か
ら感謝している。この助成がどれだけ僕ら
の力になったことか。

　

　ワークショップのプログラムは左の通りだが、今年は
延にすると約 260 人もの人が参加してくれて、毎週末、
かんなのあちこちで地域はもちろん、国境や世代を超え
た交流が生まれた。
　特に今年は、昨年のプログラムに加え、新潟から日本酒学講師・村山和恵さん
が上物のお酒をたんまり持ち込んで日本酒基礎講座を開いてくれたり、もめちゃ
んが地域の3つの小学校で全長 20mの川の絵を制作して、これを「かんな秋のアー
ト祭り」に展示するという大プロジェクトを実現してくれたり（20m x 3 本の川の
展示はまこっちゃんが担当）、僕らも大いに充実感を味わった。
　話は戻るが、実はトヨタ財団へ助成を申請するにあたって僕は「このかんなに
何人かの若手が定住してくれること、それを最終最大の目標にしたい」と企画書
に書いた。もちろんそんなこと僕が勝手に約束できることではないが、ただ 2
年前に、そういう人たちが出てきてくれるような、そんな予感があったのだ。で、
その成果やいかにと見たれば、なんと新たに移り住んできた若手が 3 組（6 人）
もあるではないか（そのうち 2 組には来年ベビーが）！　もちろんそうなったの
には色々な力が働いていて、僕らの活動の成果だなどと威張るつもりはない。た
だ僕らの活動によってこの地域がよくある過疎地の様子とは少し違って、なんか
生き生きとしていて楽しそうだ、面白そうだ、自分もこのメンバーの一員になって
もいいかなと、そう思わせる力になったことは確かだろうと思うのだ。
　と、ここまで書いたところに堀越画伯から「週刊朝日に村のことを書いたから
ね」と、例によって短いメールが入った（12 月 22 日発売 1•1-8 号）。画伯がこ
のところ連載している「美を見て死ね」のグラビアページだ。で早速手に入れ
てページを開いたならば、クマちゃんが撮った大神山の写真に画伯の文があっ
て、最近かんなに移り住んできた若い子達の様子が描かれているではないか！
　なんだ、同じ時に同じこと考えてたんだと思って、すっかり嬉しくなって、やっ
ぱり新聞を出してきてよかったなと思うのだった。
　しかし実際のところは、僕なんかに過疎対策ができるなんって思っていな
いし、またできるはずもない。ただ僕は、人が過疎、過疎と絶望的に言う
のには違和感を持っていて、どちらかと言うと、過疎のどこが悪い！どころ
か、過疎こそ楽園！と思っているところがある。
　先の財団に提出した企画書でも、僕は過疎には 3 つの大きな資産があ
るから、これを宝に変えたら過疎こそみんなが生き生きと暮らせる場に
なり得ると書いた（この三大資産のことはまた別の機会に書くが）。要す
るに「コンビニで買った弁当をぶら下げてるそこのお兄さん。無理して
都会風の暮らしぶりに合わせていないで、ちょっと考え方を変えてさ、
このかんなのような土地で暮らすことを考えてごらんなさいよ。心身と
もに解放されて、楽しく暮らせまっせ。そら収入は落ちるけどね。で
も支出はもっと下がるんだから。やる気さえあれば畑だって借りられ
るしね」と言いたいのだ。
　そういうお兄さん方に、ちょいと過疎を覗き見するチャンスになれ
ばいいなと思って、それでワークショップなどを始めたのだ。

看板描き、草刈り、

休むことを知らない

「働く実行委員長」。

参加者募集中！

1. 参加申し込み／問合せ（メールでお願いします。）
かんな人材育成プロジェクト事務局
intermedia@syd.odn.ne.jp（代表：佐山吉孝）

2. 実施期間
2015 年 7 月 1 日〜 9 月 30 日　
オリエンテーション：7 月 1 日〜 4 日

3. 参加募集人数
ワークショップ 1 回当り、10 名程度。（参加者数がこ
ちらのキャパシティを超える場合は抽選とします。）

5. 参加費
①参加費：材料費を含み、無料。②宿泊希望者は 1 泊
1 千円。③その他、交通費、食事代などは参加者負担。

かんな人材育成プロジェクト事務局
藤岡市鬼石 152-1　情報センターおにし２F
代表：佐山吉孝
intermedia@syd.odn.ne.jp

　なお、アートレジデンシーについては、下記を参照ください。
　シロオニ・スタジオ  http://www.shirooni.com/ja/about/

　このプロジェクトは公益財団法人トヨタ財団の助成を受けて
　実施しています。

７月
４（土） 講義「神流川流域の歴史と風土」1.（講師：佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
実習「来日アーティストの創作活動サポート」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

５（日） 実習「アートレジデンスの管理運営」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
実習「山の先人に学ぶ暮らしの知恵」1.（講師：佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

３〜 10　
夏祭り準備

実習「鬼石夏祭りとお囃子」（相生町）

11（土）
夏祭り本番

「鬼石夏祭り」に参加　
講義「ゲストハウス経営」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山）

講義「ゲストハウス・蔵の事例報告」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山 ）

12（日）
夏祭り本番

「鬼石夏祭り」に参加　
講義「古民家の魅力」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
講義「神流川流域の古民家」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

18（土） 実習「馬と暮らす、馬と遊ぶ」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

19（日） 講義「現代美術入門」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
講義「茶道入門」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

25（土） 実習「かんなの山と林業」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
実習「オープンスタジオの設営と運営」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

26（日） 実習「陶芸入門」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

８月
１（土） 講義「神流川流域の歴史と風土」2.（講師：佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

２（日） 実習「馬と暮らす、馬と遊ぶ」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

８（土） 実習「山の先人に学ぶ暮らしの知恵」2.（講師：佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

９（日） 講義「現代美術入門」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
講義「茶道入門」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

15（土） 実習「川の生物と川遊び」1.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

16（日） 実習「陶芸入門」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

22（土） 実習「オープンスタジオの設営と運営」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

23（日） 講義「古民家の魅力」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

29（土） 講義「神流川流域の古民家」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
実習「川の生物と川遊び」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

30（日） 実習「かんなの山と林業」2.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

９月
５（土） 講義「神流川流域の歴史と風土」3.（講師：佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

６（日） 実習「山の先人に学ぶ暮らしの知恵」3.（講師：佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

12（土） 実習「馬と暮らす、馬と遊ぶ」3.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

13（日） アート祭り準備
実習「陶芸入門」3.（講師；

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）
実習「オープンスタジオの設営と運営」3.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

19（土）〜 27 日 アート祭り本番「かんな秋のアート祭り」に参加

20（日） 「かんな秋のアート祭り」に参加

21（月）
敬老の日

「かんな秋のアート祭り」に参加

講義「現代美術入門」3.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

22（火）
国民の休日

「かんな秋のアート祭り」に参加

講義「茶道入門」3.（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

23（水）
秋分の日

「かんな秋のアート祭り」に参加
実習「イベントの企画と運営の実際」（講師：

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山
）

26（土） 「かんな秋のアート祭り」に参加
実習「提案しよう！かんなのまちづくり」（講師：佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

）

27（日） 「かんな秋のアート祭り」に参加
ワークショップ閉講式

（予定は 4月 30 日現在。最終日程は参加希望者にメールでお知らせします。）

★ 講師
佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

=佐山吉孝

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝キール・ハーン
佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝向谷地央崇

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山＝宿場ジャパン

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山＝山上万里奈

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝アダム・ズゴーラ

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝川橋理俊佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝かんな馬の会

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝堀越千秋

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝小堀芙由子
　　（小堀遠州流）

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝斉藤裕也

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝浅見和夫佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝狩野正次

佐 向

馬

小

掘

斉

狩 K

小 斉

ア K

佐 向

馬 狩

小 斉

狩 K

浅 川

高 掘
狩 K宿 山

＝高田泰子

鬼石在住のアーティスト、
キール・ハーン（シロオニ・スタジオ）が、
古民家を活用して展開する
アートレジデンシーに参加。
ワークショップでは、
里山の遊びや暮らし、乗馬や陶芸、
茶道などを体験します。

かんな人材育成ワークショップ予定表

めでたし、かんな!!

茂木さんたちが昔の道具で伝統の技、石の移動の実演を見
せてくれた。

来日アーティストと若手のセッションバンド、ODECO’S



5

A.W
アートワーク

　アートレジデンシーの参加者でオランダと日本の国籍を持つ真理子が、
鬼石の人と石とをテーマに映像作品を発表したが、これが面白かった。
カメラが三脚に固定されたままなものだから、インタビューされている人
は自分が映像に映っていることに気がつかずに、淡 と々しゃべる。その
受け答えが実に味わいがあっていい。鬼石人はやっぱり石の化身だった
のだと、改めて感じ入る作品だ。
　しかも真理子はこの作品を石屋さんの家（黒澤家と茂木家の 2 軒）
の居間のテレビを借りて上映した。このアイディアがまたよかった！　僕
らはそれぞれの家の玄関から「ごめんください」と入って、靴を脱いで
居間へ。するとそこにはその家の家族が普通にくつろいでいて、ちょっ
と席を詰めてもらいながら座って、テレビを見る。画面にはインタビュー
を受けてる人の顔こそ出てこないが、すぐに誰さんだと分かって、そのう
ちにその家の主も画面に登場する。そして上映が終わると自然に石屋さ
んの思い出話が始まるのだ。
　キールは、その土地の暮らしぶりに触れることでアーティストは、自分
でも思いがけないテーマを発見することができる、とアートレジデンシー
の意義を語っている。真理子の作品はその典型だった。今、彼女は「石
屋さん」という本を執筆中だとか！

鬼
石
人
は
、
石
の
化
身
だ
っ
た
の
だ
！

ス
ペ
イ
ン
・
か
ん
な
の
友
好
よ
、
永
遠
な
れ
！

　今年のアート祭りにも、スペ
イン大使館から一等書記官ご
夫妻が参加してくださった。こ
れも画伯の人徳だ。ありがたい。
　しかもイベリコ豚の生ハムと
ワインを持ち込み、自らこれを
切り分けて 1 日中、笑顔ととも
に来場者にサービスしながら、
そのあげくになんと、その売上
の全額を NPO きぬやの会に寄
付してくださったのだ！　なん
とお礼を申し上げたらよいか分
からない。ただただ深謝。
　会ではまだその使い道を協
議していないが、ご夫妻の志を
つないでいく道をみんなで話し
合いたいと考えている。

窯
焚
き

遊
び

創
作

祭
り

A.F
アートフェスティバル
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W.S

会場の中央に生い茂るトチノキ
は藤﨑摠兵衛商店がこの地に
創業した享保 13（1728）年に、
酒造りによい水が湧くように
との願いから植えられたもの。
この木に子供達が昇った。287
年ぶりの快挙だ。実に愉快！
　今回は去年の丸太切りに加
え、世界伐木選手権の日本代
表・今井陽樹さん（多野東部森
林組合）のチェーンソーによる
枝払いのパフォーマンスや石運
び、かんな馬の会の引き馬など、
いかにもかんならしい出し物
が多くとても楽しい祭りになっ
た。

頌
君
の
提
案

ワークショップ

　2014 年のかんなアート祭りで受付を買って出てくれた吉田頌
君が、今年はまたさらに大活躍してくれた。大学でデザインの
勉強をして仕事についた後に地元（譲原）に戻って、家業とお
ばあちゃんの畑なんかを手伝っていたが、アート祭りの終了直
後から神流町の森林組合に勤めることになった。
　頌君はまた、今年のワークショップではただ一人、全講座を
聴講してくれて、僕とも話をする機会が多かった。彼はもともと
木の玩具に関心があって、自分のデザインと地場の木工技術と
を融合させて、子供向けの良質の木の玩具を作りたいと考え、
地元でもその道を模索していたようだ。
　木の玩具は高価で子供が遊ぶ期間も限られている。こういう
商品こそレンタルで提供したい、というのが彼の考えだ。だっ
たら、ベビー箪笥やベビーベッドもそうだよ。良質なものが必
要な時にだけ安く借りられたらいいよね、部屋も狭いから。そ
うなると修理部門も必要だなーーなどと話は弾んだ。
　それはこの地域に「木工センター」のような一つの社会シス
テムを作る考えで、僕は面白いと思った。かんなには優秀な木
工作家が多いが、その木工作家と作品とが、社会とどうつながっ
たらよいのか、そういうことをトータルに考える仕組みの提案
だ。頌君、またそんな話をしようね。

２
８
７
年
ぶ
り
の
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム

遊
び

酒

茶

川

森

馬

祭
り
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八
馬
木
事
記

　

今
年
も
あ
け
ま
し
た
。神
流
の
や
ま
こ
じ
き
に
な
っ
て
、あ
っ
！

ち
ゅ
う
ま
の
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。新
人
や
ま
こ
も
や
っ
て
来
て
、

更
に
末
広
が
り
な
や
ま
こ
組
。
そ
ん
な
流
れ
に
乗
っ
か
っ
て
、
私

も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
高
級
や
ま
こ
を
目
指
し
、
今
後
も
バ
タ
つ
い

て
い
こ
う
と
思
っ
と
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
発
、
神
流
の
都
、
鬼
石

宿
に
鬼
石
の
デ
パ
ー
ト
「
や
ま
こ
堂
」
を
大
門
通
り
に
オ
ー
プ
ン

す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
や
ま
こ
の
事
だ
か
ら
、
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
ぬ
が
、
ラ
ブ
ア
ン
ド
ピ
ー
ス
を
源
に
変
て
こ
り
ん
な
店
が

出
来
そ
う
だ
。

　

や
ま
こ
の
生
き
方
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
気
楽
な
も
ん
だ
が
暇
じ
ゃ

な
い
。
金
が
無
い
の
は
当
た
り
前
、
皆
今
し
か
生
き
て
な
い
。
腹

が
減
る
か
ら
田
畑
を
耕
し
、
助
け
愛
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
っ
ち
で

バ
タ
バ
タ
、
あ
っ
ち
で
バ
タ
バ
タ
、
呼
ば
れ
た
所
で
も
が
い
て
る
。

　

先
日
の
事
だ
が
、朝
起
き
る
と
雪
が
ど
っ
さ
り
積
も
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
ズ
ブ
濡
れ
の
ヤ
ッ
ケ
を
被
っ
た
男
が
現
れ
た
。
や
ま

こ
の
長
老
ヒ
グ
チ
さ
ん
だ
。
彼
は
鉄
人
レ
ー
ス
に
出
る
程
の
変
人

で
、
い
つ
も
あ
っ
ち
ゃ
こ
っ
ち
ゃ
で
バ
タ
つ
い
て
い
る
。
ど
う
し

た
の
か
尋
ね
る
と
、「
い
や
ね
、
こ
の
辺
り
は
独
り
身
の
女
性
が

多
い
だ
ろ
、
何
か
と
大
変
じ
ゃ
な
い
か
？
と
見
回
り
を
し

て
来
た
と
こ
ろ
だ
。」
と
、
皆
の
車
の
ワ
イ
パ
ー
を
上
げ
る

等
、
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
き
た
ら
し
い
。
そ
の
後
も
ひ
た

す
ら
他
所
の
家
の
雪
掻
き
を
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら

来
た
や
ま
こ
の
キ
ー
ル
も
、
あ
っ
ち
ゃ
こ
っ
ち
ゃ
で
雪
掻

き
を
し
て
き
た
ら
し
く
、身
体
中
か
ら
蒸
気
が
立
ち
上
が
っ

て
い
た
。
皆
い
ろ
ん
な
所
で
助
け
愛
の
マ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
る
ん
だ
な
ぁ
。

　

マ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
ろ
ん
な
生
き
物
が
す
る
行
為
だ
が
、

特
に
多
い
の
が
野
良
猫
だ
。
彼
ら
の
マ
ー
キ
ン
グ
は
凄
い
。

匂
い
も
凄
い
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
凄
い
。
私
は
あ
る
時
、
ふ

と
気
付
い
た
。
彼
ら
は
よ
く
石
油
製
品
に
マ
ー
キ
ン
グ
す
る

傾
向
が
あ
る
。
勿
論
、
植
木
等
に
も
す
る
の
だ
が
、
や
は
り

石
油
製
品
に
さ
れ
る
事
が
多
く
、
私
は
身
の
回
り
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
を
出
来
る
だ
け
片
付
け
、
買
う
事
は
勿
論
、
拾
っ

て
く
る
事
も
や
め
た
。
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？
野
良
猫
の
マ
ー
キ

ン
グ
被
害
は
な
く
な
り
、
見
た
目
も
心
地
よ
く
快
適
だ
。
そ
う
彼

ら
は
、
後
世
に
地
球
を
残
す
為
、
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
を
、
訴

え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
い
つ
も
見
回
り
を
し
な
が

ら
、
大
量
発
生
す
る
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ
ミ
を
逮
捕
し
て
は
、
マ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
る
の
だ
。
自
由
奔
放
に
、
勘
を
頼
り
に
生
き
る
姿

は
、
や
ま
こ
の
鏡
の
様
だ
。
そ
ん
な
彼
ら
を
見
習
っ
て
、
少
し
は

声
を
上
げ
て
み
よ
う
か
な
。
核
廃
絶
、遺
伝
子
組
み
換
え
大
反
対
、

辺
野
古
に
基
地
は
要
り
ま
せ
ん
。戦
争
な
ん
か
や
り
た
か
ね
ぇ
よ
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
被
災
地
支
援
だ
ろ
。
ま
だ
ま
だ
放
射
能
は
海

に
流
れ
て
る
。
経
済
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
ラ
ブ
ア
ン

ド
ピ
ー
ス
だ
馬
鹿
野
郎
!!			




　

　

こ
の
地
球
は

人
間
だ
け
の
星

じ
ゃ
な
い
ん
だ

よ
。
煙
た
が
ら

れ
た
っ
て
い
い

さ
。
ど
う
せ
俺

は
野
良
猫
だ
。

干
か
ら
び
る
ま

で
マ
ー
キ
ン

グ
し
て
や
る
。

そ
れ
が
や
ま

こ
ロ
ッ
ク
だ
。

　
　

ま
こ
と

小屋建築の特徴の一つに、限界性がある。
もうギリギリ、これ以上は耐えられない……の叫びが
聞こえてきそうな姿なのに、なおも頑張り続ける。
この健気な姿に人は心を打たれる。
小屋建築は今日も、西上州のからっ風に凛と立ち向かっているのだ。

「小屋建築大賞／バリア建築大賞」に推薦したい作品にお心当たりのある方は、編集部までご一報ください。

候補2 候補3

候補4 候補5

候補 1

バリア建築大賞
ソフトタイプ特集バリアなのにソフトって、それ、矛盾してるだろう。

と思われるのは、失礼ながら、まだこの道の奥深さにお気づきでない。

限界特集 7

候補2 候補3

候補4 候補5 候補6

イ
ノ
シ
シ
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、

こ
ん
な
の
わ
け
な
く
突
き
破
り
ま
す
よ
。

で
も
こ
ん
な
や
わ
な
の
で
も
、

あ
る
と
な
い
と
で
は
大
違
い
な
の
。

ど
う
で
す
。
深
い
で
し
ょ
う
。

候補 1
候
補
１
の
作
者
の
弁

新旧やまこの参加でめでたく
継承できた有氏神社の盤台祭り。



　

冬
晴
れ
だ
。
気
温
は
少
し
低
く
い
け
れ
ど
無
風
。

　

そ
ん
な
と
き
の
畑
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
。
何
が
気
持

ち
が
い
い
と
言
っ
て
、
冬
の
日
を
背
中
に
浴
び
て
畑
に
い
る

と
き
く
ら
い
気
持
ち
の
い
い
こ
と
は
他
に
は
な
い
。

　

こ
れ
が
夏
だ
と
、
杉
ノ
峠
あ
た
り
か
ら
太
陽
が
昇
る
の
だ

け
ど
、
そ
の
最
初
の
光
が
差
し
た
と
た
ん
に
、
ウ
ヘ
ッ
と
な

る
。
今
年
の
夏
も
、
東
に
背
を
向
け
て
畑
を
掘
っ
て
い
た
ら

ば
、
こ
の
最
初
の
光
が
差
し
た
と
た
ん
に
お
尻
を
チ
リ
ッ
と

焼
か
れ
て
、
飛
び
上
が
る
ほ
ど
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
朝
の
五
時
半
頃
で
す
よ
、
全
く
。

　

そ
れ
が
こ
の
冬
の
時
期
は
ま
こ
と
に
や
さ
し
く
、
ほ
っ
か

り
あ
っ
た
か
に
体
を
く
る
ん
で
く
れ
る
。
な
ん
た
る
違
い
。

同
じ
太
陽
の
な
せ
る
ワ
ザ
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

　

し
か
し
風
の
あ
る
と
き
は
い
け
な
い
。
さ
え
ぎ
る
物
が
何

も
な
い
野
ざ
ら
し
、
吹
き
っ
さ
ら
し
だ
か
ら
、
体
は
熱
を
蓄

え
る
い
と
ま
が
な
い
。
だ
か
ら
風
の
強
い
日
に
は
畑
に
は
出

な
い
。
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。

　

そ
れ
か
ら
僕
の
経
験
で
は
、
畑
に
い
る
と
き
の
時
間
が
一

番
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
春
夏
秋
冬

い
ず
れ
の
時
期
も
変
わ
ら
な
い
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
昼
だ
ん
べ

か
と
思
っ
て
時
計
を
見
た
れ
ば
、
こ
れ
が
大
体
11
時
頃
。
す

ご
く
得
し
た
よ
う
な
、
思
わ
ず
、
や
っ
た
！
と
小
さ
く
叫
び

た
い
く
ら
い
い
い
気
分
に
ひ
た
れ
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
畑
の
こ
と
を
書
か
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、

「
も
う
百
姓
は
止
め
た
の
か
」
と
言
う
人
が
あ
っ
た
。
ど
っ

こ
い
、し
ぶ
と
く
続
け
て
い
る
。で
も
畑
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
和
夫
さ
ん
に
は
迷
惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し
だ
。
こ
の
夏

ち
ょ
っ
と
草
取
り
を
さ
ぼ
っ
た
ら
ば
、
も
う
と
て
も
手
の
つ

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
草
は
伸
び
放
題
。

で
も
そ
れ
で
も
作
物
は
育
つ
。
あ
り
が
た
い
。

　

夏
野
菜
か
ら
秋
野
菜
へ
の
引
き
継
ぎ
も
今
年
は
う
ま
く

い
っ
た
。顔
見
知
り
、ご
近
所
、手
当
り
次
第
に
配
っ
た
け
ど
、

そ
れ
で
も
あ
り
余
る

ほ
ど
の
収
穫
。
大
根

も
、
あ
の
小
さ
な
茶

色
い
粒
か
ら
ど
う
し

た
ら
こ
ん
な
に
も
み

ず
み
ず
し
い
作
物
が

育
つ
の
だ
ろ
う
か
と
、

無
農
薬
、
最
少
肥
料

の
超
手
抜
き
小
作
人

は
不
思
議
で
な
ら
な

い
。

　

な
の
に
、
こ
の
か

ん
な
の
盆
地
に
も
不

耕
作
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
も
っ
た
い
な
い
。
一
家
に
一
畑
。

そ
れ
ぞ
れ
は
そ
ん
な
に
広
く
な
く
て
い
い
か
ら
、
ひ
と
つ
の

家
で
ひ
と
つ
の
畑
を
耕
し
ま
せ
ん
か
。
大
変
な
の
は
夏
の
間

の
草
だ
け
で
、
後
は
作
物
が
勝
手
に
お
い
し
く
育
っ
て
く
れ

る
。
ホ
ン
ト
。

　

そ
れ
と
僕
は
周
り
の
農
家
の
ご
夫
婦
を
見
て
気
が
つ
い
た

の
だ
が
、
農
作
業
は
夫
婦
円
満
に
誠
に
よ
ろ
し
い
の
だ
。
特

に
僕
の
畑
の
お
隣
さ
ん
は
円
満
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
ご
夫

婦
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
に
お
じ
さ
ん
、
そ
の
隣
に
ち
ょ

こ
ん
と
お
ば
さ
ん
が
乗
っ
て
畑
に
や
っ
て
来
て
、
二
人
し
て

手
分
け
し
て
黙
々
と
働
く
。
い
ち
い
ち
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
指

示
し
た
り
し
な
い
。言
葉
少
な
く
、二
人
の
共
同
作
業
は
粛
々

と
進
む
（
粛
々
っ
て
の
は
こ
う
い
う
と
き
に
使
う
言
葉
だ
。

ホ
ン
ト
か
？
）。
そ
し
て
時
々
交
わ
さ
れ
る
短
い
会
話
。
こ

れ
が
誠
に
相
手
へ
の
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
だ
。
二

人
で
土
を
耕
し
、
作
物
を
育
て
る
。
こ
う
し
た
日
々
を
も
う

ど
れ
く
ら
い
積
み
重
ね
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
50
年
、
い
や

60
年
か
。
僕
は
こ
の
ご
夫
婦
を
見
て
い
つ
も
、
幸
せ
な
人
生

だ
な
と
つ
く
づ
く
思
う
。
畑
は
作
物
ば
か
り
で
な
く
愛
を
も

育
む
の
だ
（
こ
れ
は
、
ホ
ン
ト
！
）。
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晴 耕 日 記
一家に一畑

　　年二日は、恒例になっている品川宿のお役目があるが、それが珍しく早く終わったものだから、

京浜急行に乗って蒲田まで出た。下町の繁華街ならば正月二日でもどこかで飲めるだろう、と踏

んだのだ。ところがどっこい。まちはどこもわんわんしていて、日常とほとんど変わりがない。

　蒲田は、京浜急行とその西 800m ほどに JR、東急と駅が 3 つもあって、この 3 駅を中心に

まちが広がるものだから、えらく複雑に入り組んでいる。

　例によって駅の周りをぐるっと1時間ほど歩いて店々をチェックして、その中から老舗と思しき

居酒屋に狙いをつけて入ってみると、これが新春早々大当たり（ビールのアテに頼んだポテトサラ

ダが優に 4 人前はあって、あとは〆鯖しか頼めなかったのが残念！）。右隣の若いペアは、愛と

金の議論に熱がこもる。お向かいさんは冷酒を前にすでに目がすわっている。左前の僕の古くか

らの友人ゼンちゃんによく似た 60 半ば白髪頭は、黙 と々食べ、黙 と々飲んで静かに席を立って行っ

た。左隣の 70 半ばと思しきは、左太ももあたりにスマホを持ち据えて、左手親指一本で器用に

操作しながら終始目を離さず、カニチャーハンを肴に冷酒を飲んでいる。そんな客たちで満席の

店内を男女二人の店員が縫うように、泳ぐようにして酒肴を運ぶ。生ビール 2 杯、冷酒 1杯、つ

まみ 2 点（＋突き出し）で締めて1,980 円也。

　腹ごなしに外へ出て、先に見つけておいた「旨い、安い」が看板の寿司屋へ。ここも奥の小上

がりからカウンターまで満席。客の話題はもっぱらボクシング。熊本の純米酒に

蟹味噌など頼んでほっこり。この店の最後のネギトロ巻きも結構だったが、

支払いの時にポケットからお金と一緒に熨斗袋が出てきた。先の居酒

屋で、それまで無愛想だった店員が急にニッコリして、縁起物ですか

らと手渡してくれたものだ。開けてみると中に真新しい5円玉が1個。

裏には鎌倉銭洗辨財天とあるではないか。これを客の一人一人に配っ

ているのだ。やはり下町の老舗はやることが違うね。みなさん、喜

んでちょうだい。今年もかんなにはきっといいことがありまっせ。ど

うです、蒲田もなかなかやるでしょう！

新

6

結
球
せ
ず
に
、
お
へ
そ
の
芯
ま

で
太
陽
を
浴
び
た
白
菜
。
こ
れ

が
甘
く
て
美
味
し
い 

!!

蒲田


